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◇ Welcome Home！本日の YC カフェは第１礼拝後のみオープンします。 

ブルーマウンテンブレンド     ホットアールグレイ   〔各￥100〕 

◇ 本日は世界聖餐日 World Communion Sunday です。洗礼(バプテスマ)を受けて

おられる方は案内に従い聖餐をお受け下さい。聖餐式中も礼拝が続いてい

ます。会堂前方(ベンチ席)では静かに祈り心でご挨拶や会話はお控え下さい。 

◇ タウンニュース「心のエステ」10 月号が届きました。ご家族/お友達にも！ 

◇ 聖書ガイド･リビングライフ 10 月号(￥700)販売中です。残り僅かです。 

◇ 来週は、召天者記念礼拝(10:30/13:00)です。ミント・フレイバーズメン

バーによる特別賛美もあります。式典は全て教会/礼拝で行います。第２礼

拝後、教会墓地(メモリアルステージ新横浜)では、短い祈りの時を持ちます。 

◇ 礼拝献金/什一献金/メディア献金等、受付前の木製献金箱をご利用下さい。 

集会 ＆ ミーティング   本日 10:30～         4F 集合 

本日 11:45～12:15  執事会            5F 

～         4F（牧師面談５F） 

アクティビティ     土曜 13:30～14:00  礼拝堂お掃除      4F 集合 

 

 

 

 

第 102 代内閣総理大臣・石破茂氏の誕生である。自民党総

裁選では大方の予想に反し、決戦投票で高市氏を破っての

逆転勝利。様々な分析がなされているが、決戦投票前の５分

間のスピーチ、その謝罪を含む謙遜で真っ直ぐなスピーチ

も大きな要因であったのではないかと思う。勿論、能力や人気も大切だが、

信頼に足る人となり（人格）が求められた、ということではないだろうか。 
 

品薄となっている石破氏の最新の著書「保守政治家・我が政策、我が天命」。

「これが最後の挑戦です」と５回目の総裁選に臨む石破氏が、その直前８

月に出したばかり。優れた政治的政策眼力ばかりか、彼の人となりを知る

に何と素晴らしい本であろうか。読んでみて、石破氏には３人の父がある

ことを思わされた。鳥取県知事及び参議院議員であられた父石破二郎氏の

葬儀で、親友であった田中角栄元首相が泣きながら弔辞を読み、その数年

後、石破氏の結婚式では、田中角栄氏が代わりに父として立たれた。父の

死をもって銀行員だった石破氏を（ほぼ無理やり）政治家にさせた田中角

栄氏を「親父さん」と呼んだ石破氏が「田中角栄最後の弟子」と呼ばれる

のは単に政治哲学・政策論だけではないのである。父二郎氏の遺言は３つ。

１「勲章をもらってはならぬ」２「銅像を建ててはならぬ」、そして３つ

目が「わしが死んだらお前に政治家になれという奴が出てくるだろうが絶

対断れ。お前にできる仕事ではない」であったが、全て破られてしまった。

特に３つ目の遺言の「奴」が友・田中角栄氏であり、彼がこの若き一介の

銀行員に、この日を遥かに見ていたのだとすれば、さすが！驚きである。 
 

石破氏は本の中で、曾祖父が新島譲から洗礼を受け、一時、後継者と呼ば

れた「熊本バンド」の金森通倫師であり、自らも 18 で洗礼を受けたプロ

テスタントクリスチャンであると記している。彼にとって３人目の父とは、

「天の父なる神」である。この前途多難な時代に首相として選ばれたのは、

彼が本のタイトルにも記した「天命」としか言えないであろう。安倍内閣

だけでなく、ロッキード事件に関わった田中角栄氏の栄光と没落、政治と

権力の栄枯盛衰を見てきた石破首相。国と世界が抱える様々な問題、３人

の父の前に委ねられた「天命」を全うできるよう、切に祈るものである！ 

 4:11-19 心を奪う酒と淫行   10 木 8:1-14  律法に背いた結果 
07 月 5:10-15 迫る戦い           11 金 9:1-9   偶像礼拝の結果 
08 火 6:1-11  生き返らせて下さる 9:10-17 堕落した栄光 
09 水 7:1-16 蔓延した罪         10:1-15  偽りの心を持った民 

 司会  ① 神田健博  ② 森屋邦夫 

プレイズ 

黙祷/祈祷                       （司会者） 

主の祈り                         （起立） 

聖書  ヨハネによる福音書 14 章 6 節 

誕生祝福 

メッセージ Route（ルート）66 シリーズ  序   柴田順一 牧師 

「聖書 66 巻という名の道」”The Route 66”  

祈祷                            

頌栄  十字架にイエスきみ [聖歌 402] 

祝祷                            （牧師） 

聖餐式 


